
次の問いに答えなさい。

⑴　台車が斜面を下るとき，台車にはたらく斜面方向の力の向きは，台車の

運動の向きと同じ向きか，逆向きか。

⑵　傾きが一定の斜面を台車が下るとき，台車の運動の向きにはたらく力の

大きさは，台車の斜面上の位置によって変化するか，変化しないか。

⑶　台車が斜面を下るとき，速さはしだいに速くなるか，おそくなるか。

⑷　台車が斜面を下る運動では，斜面の傾きが大きくなると，台車にはたら

く斜面下向きの力は大きくなるか，小さくなるか。

⑸　台車が斜面を下る運動では，斜面の傾きが大きいほど，台車の速さの増

加する割合は大きいか，小さいか。

⑹　物体に重力だけがはたらき，物体が真下に落下する運動を何というか。

⑺　物体が自由落下するとき，物体の運動の向きにはたらき続ける力は何か。

次の問いに答えなさい。

⑴　次の文の①～④の（　　）に当てはまる言葉は何か。

　　台車が斜面を下っているとき，図１のよう

に，台車には（ ① ）方向の力が，台車の運動

と（ ② ）向きにはたらき続ける。この力は，

斜面上のどこでも（ ③ ）の大きさではたらき

　続けるため，台車の速さはしだいに（ ④ ）なる。

⑵　図２のＡ～Ｃのような

斜面上で，台車をはなし

て運動させた。

　① 　台車の速さの増加する割合が最も大きいのは，

Ａ～Ｃのどのときか。記号で答えなさい。

　② 　図３は，図２の台車の時間と速さとの関係を

表したグラフである。図２のＣのときの結果は，

図３のａ～ｃのどれか。記号で答えなさい。
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〈斜面を下る運動〉　図１のように，斜面

を下る台車の運動を，１秒間に60回打点す

る記録タイマーで記録した。図２は，記録

テープを６打点ごとに切って順に並べ，番

号をつけたものである。摩擦や空気の抵抗

はないものとして，次の問いに答えなさい。

⑴　図１の矢印は，台車にはたらく斜面方向の力を

表している。台車が斜面を下る間，この力の大き

さと台車の速さはどうなるか。次のア～ウから選

び，記号で答えなさい。

　ア　力の大きさも速さも一定である。

　イ　力の大きさも速さもしだいに大きくなる。

　ウ 　力の大きさは一定で，速さはしだいに大きく

なる。

⑵　図２で，テープ①～④のそれぞれの長さは，何秒間の移動距離を表して

いるか。

⑶　図２のテープ③を打点する間の台車の平均の速さは何cm/sか。

⑷　図２で，台車の速さは，１秒につき何cm/sずつの割合で増加したか。

〈斜面の傾きを変えたとき〉　摩擦

のないなめらかな斜面を下る台車の

運動を， 160秒ごとに打点する記録タ

イマーを使って調べた。図は，得ら

れたテープを６打点ごとに切って，

順に並べたものである。次の問いに

答えなさい。

⑴　図では，合計何秒間の台車の運動が記録されているか。

⑵　図の４番目のテープＡの長さは，5.0cmであった。テープＡを打点する

間の台車の平均の速さは何cm/sか。

⑶　斜面の傾きを大きくして実験を行い，テープを同様に処理した。

　① 　台車にはたらく斜面下向きの力の大きさと，台車の速さの増加する割

合は，図のときと比べてそれぞれどうなるか。

　②　４番目のテープの長さは，図のテープＡと比べてどうなるか。
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